
２・３月定例会 ５月臨時会 ６月定例会 ９月定例会 12月定例会今回の議会

　２月24日のロシアによるウクライナへの軍事侵攻を受け、３月３日に市議会において「ロシア
によるウクライナ侵攻を非難する決議案」を緊急上程し、可決しました。要旨は次の通りです。

●決議の要旨 　　　     〈全員賛成〉
　ロシアによるウクライナへの軍事侵
攻は、国連憲章および国際法に明確に
違反し、断じて許されるものではなく、
戦略核兵器の使用を示唆した威嚇な
どは、断じて看過できません。よって、
福岡市議会は、ロシアによるウクライ
ナ侵攻を厳しく非難して強く抗議し、
ロシアに対し、軍を無条件で即時に撤
退させることを強く求めるとともに、
日本政府が国際社会と緊密に連携し、
ロシア軍の撤退が早期に実現するよう
に毅然とした対応を取ることおよびウ
クライナに滞在する邦人の保護に全
力を尽くし、人道的な観点からウクラ
イナの人々に対する必要な支援に取り
組むことを強く求めるものです。

　

令
和
４
年
第
１
回
福
岡
市
議
会（
２
・
３
月
定

例
会
）を
２
月
16
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
開
き

ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
関
係
議
案
に
先
立
ち
、２
月
16

日
か
ら
21
日
ま
で
、令
和
３
年
度
関
係
議
案
25

件
を
審
議
し
、21
日
に
全
て
の
議
案
を
原
案
通

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、交
通
対
策
特
別
委
員
会
、都
市
問
題
等

調
査
特
別
委
員
会
、少
子
・
高
齢
化
対
策
特
別
委

員
会
、議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の
中
間
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
７
面
に
関
連
記
事
）

　

２
月
22
日
か
ら
は
令
和
４
年
度
関
係
議
案
の

審
議
を
始
め
、市
政
運
営
方
針
と
関
係
議
案
の

提
案
理
由
に
つ
い
て
市
長
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
、

各
会
派
か
ら
の
代
表
質
疑
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
月
３
日
に
は
、「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
を
非
難
す
る
決
議
案
」を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

３
月
７
日
に
条
例
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、予
算
案
19
件
を
含
む
令
和
４
年
度
関
係
議

案
52
件
お
よ
び
予
算
組
み
替
え
動
議
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。（
８
面
に
関
連
記
事
）

　

最
終
日
で
あ
る
３
月
25
日
に
は
、新
た
に
追

加
提
出
さ
れ
た
議
案（
人
事
案
件
）９
件
を
含
む

令
和
４
年
度
関
係
議
案
61
件
に
つ
い
て
討
論
・

採
決
を
行
い
、全
て
原
案
通
り
可
決
・
同
意
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か「
福
岡
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案
」、「
介
護
職
員
の
処
遇

改
善
に
関
す
る
事
務
手
続
き
の
簡
素
化
と
加
算

金
の
弾
力
的
な
運
用
を
求
め
る
意
見
書
案
」な

ど
議
員
提
出
議
案
８
件
も
可
決
し
ま
し
た
。（
８

面
に
関
連
記
事
）

　

主
な
議
案
の
内
容
を
２
面
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

定
例
会
の
あ
ら
ま
し
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常任委員会
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市議会ホームページから会議日程や議案、会議結果、議会中継（ライブ・録画）などがご覧いただけます。
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●令和３年度関係議案（提案理由説明・質疑
　・常任委員会付託）

●令和３年度関係議案（常任委員会委員長
　報告・討論・採決）
●交通対策特別委員会中間報告
●都市問題等調査特別委員会中間報告
●少子・高齢化対策特別委員会中間報告
●議会改革調査特別委員会中間報告

２／22 本会議 ●令和４年度市政運営方針および関係議案
　の提案理由説明

本会議

本会議

本会議

●質疑
●条例予算特別委員会（設置・付託）

●令和３年度関係議案の審査

●代表質疑

３／４ 本会議 ●質疑

本会議 ●決議案の採決
●代表質疑

条例予算特別
委員会総会

●委員長・副委員長の互選等

条例予算特別
委員会分科会 ●令和４年度関係議案の審査

条例予算特別
委員会総会 ●質疑

●動議（提案理由説明・質疑）
●意見開陳・採決

●条例予算特別委員会委員長報告
●討論
●令和４年度関係議案の採決
●意見書案・決議案の採決

条例予算特別
委員会総会

●
総
額
２
兆
８
５
７
億
円
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令
和
４
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当
初

　

予
算
案
を
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決

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
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の
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●
一
般
会
計
補
正
予
算 

　

補
正
の
総
額
は
４
７
３
億
４
４
４
４
万

８
千
円（
増
額
）で
す
。主
な
内
容
は
、３

回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
期
間
の
前
倒
し
や
陽
性
者
の
同
居
家

族
等
へ
の
検
査
を
実
施
す
る
経
費
の
増

額
、子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
事

業
の
支
給
方
法
見
直
し
に
伴
う
事
務
費
の

減
額
な
ど
で
す
。

●
南
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
塩
原
音
楽
・

演
劇
練
習
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

南
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
塩
原
音
楽
・

演
劇
練
習
場
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

も
の
で
す
。

●
福
岡
市
自
転
車
の
安
全
利
用
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

民
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、成
年
と
な

る
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
る
こ
と
に
鑑
み
、自
転
車
損
害
賠
償
保

険
等
へ
の
加
入
に
係
る
規
定
に
つ
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。（
令
和
４
年

10
月
１
日
施
行
）

●
福
岡
市
共
創
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
性
化
条
例
の
制
定 

　

地
域
に
お
け
る
自
主
的
な
取
り
組
み
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
固
有
の
価
値
を
共
有
し
、も
っ
て
良

好
で
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
を
図
る
た
め
、共
創
に
よ
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
関
し
、基
本
理

念
を
定
め
、市
民
等
の
役
割
お
よ
び
市
の

責
務
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。（
令
和

４
年
４
月
１
日
施
行
）

●
職
員
定
数
の
改
正 

　

児
童
生
徒
数
の
増
加
等
に
伴
う
教
職
員

の
増
員
お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
、子
ど
も
の
支
援
体
制
の

強
化
等
に
伴
う
増
員
な
ら
び
に
事
務
事
業

の
見
直
し
等
に
伴
う
減
員
の
た
め
、職
員

定
数
を
現
行
の
１
万
７
２
５
３
人
か
ら
１

万
７
５
２
２
人
に
改
め
る
も
の
で
す
。（
令

和
４
年
４
月
１
日
施
行
）

●
福
岡
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　

原
動
機
付
自
転
車
を
市
内
居
住
者
間
で

譲
渡
す
る
場
合
な
ど
の
軽
自
動
車
税
の
申

告
手
続
を
簡
素
化
す
る
も
の
で
す
。（
令
和

５
年
１
月
１
日
施
行
）

●
福
岡
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

住
民
票
の
写
し
等
お
よ
び
市
税
そ
の
他

の
公
課
に
関
す
る
証
明
書
等
に
つ
い
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
請
求
に
対
し
郵
送
で
交

付
す
る
場
合
の
手
数
料
を
減
額
す
る
も
の

で
す
。（
令
和
４
年
４
月
１
日
施
行
）

●
福
岡
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、未
就
学
児
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割

額
の
減
額
に
関
す
る
措
置
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
を
定
め
る
等
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。ま
た
、保
険
料
の
基
礎
賦
課
限
度
額

お
よ
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
限
度

額
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。（
令
和
４
年

４
月
１
日
ほ
か
施
行
）

●
福
岡
市
高
速
鉄
道
乗
車
料
金
等
条
例
の

一
部
改
正

　

高
速
鉄
道
３
号
線
の
天
神
南
・
博
多
間

を
経
営
す
る
こ
と
に
よ
る
営
業
距
離
の
延

長
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

●
福
岡
市
消
防
団
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

消
防
団
員
の
処
遇
の
改
善
を
図
る
た

め
、そ
の
報
酬
や
費
用
弁
償
に
つ
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。（
令
和
４
年

４
月
１
日
ほ
か
施
行
）

●
西
都
北
小
学
校
の
新
設

　

学
齢
児
童
の
増
加
に
対
処
す
る
た
め
、

西
区
北
原
二
丁
目
に
西
都
北
小
学
校
を
新

設
す
る
も
の
で
す
。（
令
和
５
年
４
月
１
日

施
行
）

令
和
３
年
度
関
係

令
和
４
年
度
関
係

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

※

令
和
４
年
度
当
初
予
算
の
ほ
か
に
可
決
さ
れ
た

　

主
な
議
案
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

議案や賛否一覧は
こちら

　

福
岡
市
で
は
、多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
と
共

に
策
定
し
た「
福
岡
市
総
合
計
画
」に
お
い
て
、

「
都
市
の
成
長
」と「
生
活
の
質
の
向
上
」の
好

循
環
を
創
り
出
す
こ
と
を
都
市
経
営
の
基
本

戦
略
と
し
て
掲
げ
、「
人
と
環
境
と
都
市
活
力

の
調
和
が
と
れ
た
ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
都
市
」

を
目
指
し
て
、ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
、人
口
は

１
６
１
万
人
を
超
え
、企
業
の
立
地
や
創
業
が

進
む
な
ど
、元
気
な
ま
ち
、住
み
や
す
い
ま
ち

と
し
て
国
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ

い
て
は
、い
ま
だ
そ
の
終
わ
り
が
見
通
せ
な
い

状
況
で
す
。医
療
機
関
、介
護
施
設
な
ど
最
前

線
で
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
や
、感
染

拡
大
防
止
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
市
民
、

事
業
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
ま
し
て
、心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。引
き
続
き
、感
染
拡
大

防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
に
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

世
界
に
目
を
転
じ
る
と
、社
会
経
済
は
大
き

な
変
革
期
に
あ
り
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、世
界
の
普

遍
的
な
目
標
と
し
て
広
く
浸
透
し
、Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ

‐
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
が
注
目
を
集
め
る
な
ど
、経
済

性
や
効
率
性
だ
け
で
な
く
、多
様
な
価
値
を
重

視
す
る
時
代
と
な
っ
て
お
り
、人
々
の
意
識
や

行
動
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
は
、生
産
性
を
向
上
さ
せ
、真

に
必
要
な
と
こ
ろ
に
人
を
配
置
し
、ぬ
く
も
り

を
届
け
る
た
め
の
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。さ
ら
に
、見
守
り
が
必
要
な
子
ど

も
を
は
じ
め
、こ
れ
ま
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
声
を
上
げ

ら
れ
な
か
っ
た「
見
え
ざ
る
社
会
的
弱
者
」に

対
し
て
は
、自
治
体
な
ど
が
保
有
す
る
デ
ー
タ

の
連
携
や
解
析
に
よ
り
、「
プ
ッ
シ
ュ
型
」で
の

支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
行
き
が
不
透
明
で
不
確
実
な
時
代
に
こ

そ
、想
定
外
の
変
化
に
も
対
応
で
き
る
し
な
や

か
さ
を
持
ち
、ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る

こ
と
が
肝
要
で
す
。基
礎
自
治
体
と
し
て
直

接
市
民
に
接
す
る
現
場
を
持
ち
、か
つ
都
道

府
県
並
み
の
権
限
に
加
え
、さ
ら
に
国
の
規

制
を
改
革
で
き
る
国
家
戦
略
特
区
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
福
岡
市
が
、新
た
な
取
り
組
み

に
果
敢
に
挑
戦
し
、地
方
か
ら
日
本
を
変
え

る
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
、

そ
れ
が
日
本
を
最
速
で
変
え
て
い
く
手
法
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
誰
も
が
享
受
し
な

が
ら
、困
っ
た
時
に
は
助
け
て
く
れ
る
人
が

い
る
、全
て
の
人
に
や
さ
し
く
、「
ぬ
く
も
り
」

の
あ
る
社
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、天
神
ビ

ッ
グ
バ
ン
や
博
多
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
に
よ
り
、

ま
ち
が
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、

み
ど
り
や
文
化
芸
術
、歴
史
な
ど
が
持
つ
魅

力
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、ま
ち
に「
彩
り
」

を
加
え
、多
様
な
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
、市

民
一
人
一
人
の
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
‐
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
を

大
事
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

市
長
の
市
政
運
営
方
針
か
ら

（
議
案
第
１
号
）

〈
賛
成
多
数
〉

（
議
案
第
14
号
）

〈
賛
成
多
数
〉

（
議
案
第
45
号
）

 

〈
賛
成
多
数
〉

（
議
案
第
46
号
）

〈
賛
成
多
数
〉

（
議
案
第
48
号
）

〈
賛
成
多
数
〉

（
議
案
第
50
号
）

〈
全
員
賛
成
〉

 

（
議
案
第
51
号
）

〈
賛
成
多
数
〉

 

（
議
案
第
56
号
・
第
77
号
）

〈
賛
成
多
数
〉

（
議
案
第
69
号
）

 

〈
全
員
賛
成
〉

（
議
案
第
70
号
）

〈
全
員
賛
成
〉

（
議
案
第
71
号
）

〈
全
員
賛
成
〉

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
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公
明
党

福
岡
市
議
団

代
表
質
疑

長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
保

健
所
は
、
業
務
委
託
な
ど
を
活
用
し
、

さ
ら
な
る
負
担
軽
減
と
対
応
体
制
の
強

化
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
所
信
を
。

保
健
所
の
体
制
強
化
に
つ
い
て

は
、職
員
や
外
部
専
門
職
の
増

員
、業
務
の
効
率
化
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
。ま
た
、感
染
拡
大
時
に
は
、全

庁
的
な
応
援
や
健
康
観
察
に
お
け
る
委

託
の
活
用
、業
務
の
重
点
化
な
ど
に
よ

っ
て
、効
果
的
、効
率
的
な
業
務
の
推
進

を
図
っ
て
い
る
。今
後
と
も
、感
染
動
向

に
応
じ
た
機
動
的
な
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

今
後
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
み
、
効
果
的
な
治
療
薬

が
開
発
さ
れ
普
及
し
て
い
け
ば
、
社
会

経
済
活
動
が
再
開
、
拡
大
す
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
。
次
の
展
開
を
見
据
え
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向

け
た
経
済
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
所
信
を
問
う
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
向
け
た
経
済
振
興
に
つ
い

て
は
、感
染
拡
大
の
防
止
と
社
会
経
済

活
動
の
両
立
を
基
本
と
し
、感
染
状
況

を
踏
ま
え
な
が
ら
、地
域
経
済
の
活
性

化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、生
活
様
式

や
社
会
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い

く
機
会
を
捉
え
、新
し
い
価
値
の
創
造

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
促
進
し
て
い
く
。

地
域
に
お
け
る
担
い
手
の
確
保

や
、
自
治
協
議
会
、
町
内
会
役

員
な
ど
の
負
担
軽
減
、
地
域
集
会
所
の

充
実
に
資
す
る
補
助
制
度
の
拡
充
な

ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
維
持
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
、
き
め
細

か
な
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
所
信
を
問
う
。

地
域
の
担
い
手
確
保
や
負
担
軽

減
に
つ
い
て
は
、自
治
協
議
会

共
創
補
助
金
の
使
途
の
柔
軟
化
や
、自

治
会
・
町
内
会
ヘ
の
新
た
な
補
助
を
行

う
と
と
も
に
、地
域
集
会
施
設
へ
の
補

助
や
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
あ
る
中
で
の
活

動
事
例
の
共
有
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て

い
く
。ま
た
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
に
向
け
て
、条
例
に
よ
る
自
治
協

議
会
や
自
治
会
・
町
内
会
の
位
置
付
け

の
明
確
化
を
図
る
と
と
も
に
、支
援
体

制
を
強
化
す
る
な
ど
、「
共
創
」の
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

地
場
企
業
の
育
成
・
振
興
に
よ

る
本
市
経
済
の
活
性
化
や
、
雇

用
確
保
の
観
点
か
ら
、
公
共
工
事
に
お

け
る
地
場
企
業
の
受
注
機
会
の
拡
大
や

分
離
分
割
発
注
の
推
進
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
所
信
を
問
う
。

地
場
企
業
の
受
注
機
会
の
拡
大

等
に
つ
い
て
は
、育
成
・
振
興
を

図
る
観
点
か
ら
、地
場
企
業
へ
の
優
先

発
注
を
基
本
方
針
と
し
て
お
り
、入
札

参
加
資
格
に
は
、原
則
と
し
て
地
場
要

件
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、可
能
な
限

り
分
離
分
割
発
注
を
行
う
な
ど
、地
域

経
済
を
し
っ
か
り
下
支
え
し
て
い
く
。

※

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
※

Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
‐

ｂ
e
i
n
g
に
つ
い
て
は
、
よ

り
具
体
的
な
行
動
に
つ
い
て
誰
も
が
分

か
り
や
す
い
情
報
発
信
を
行
い
、
積
極

的
に
推
進
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
取
り
組
む
企
業
な
ど

を
応
援
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
登
録
・
認
証
制

度
や
、
働
く
人
の
満
足
度
や
充
実
度
を

向
上
さ
せ
る
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
‐
ｂ
ｅ
i
n
g

向
上
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
、
ど
の
よ

う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
‐
ｂ
ｅ

i
n
g
に
つ
い
て
は
、新
た
に
、

働
く
人
の
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
‐
ｂ
ｅ
i
n
g
の

向
上
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
て
取

り
組
む
企
業
を
応
援
す
る
登
録
制
度
の

創
設
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
全
世

代
型
社
会
保
障
の
強
化
が
重
要

で
あ
る
。
今
年
か
ら
団
塊
の
世
代
が
順

次
、
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
医
療
・
介

護
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
。
新
規

事
業
の
「
要
介
護
状
態
改
善
等
評
価
事

業
」
と
「
重
度
化
防
止
啓
発
事
業
」
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

要
支
援
・
要
介
護
高
齢
者
な
ど

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、新
た

に
、要
介
護
状
態
の
改
善
な
ど
に
取
り

組
む
介
護
事
業
所
な
ど
へ
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、自
立

支
援
や
重
度
化
防
止
に
関
す
る
講
演
会

な
ど
、啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
は
感
染
力
が
非
常
に

強
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
多
く
の
課

題
を
も
た
ら
し
た
。
特
に
経
口
薬
の
迅

速
な
活
用
、
保
健
所
機
能
の
強
化
の
課

題
に
対
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

経
口
薬
の
迅
速
な
活
用
に
つ
い

て
は
、県
や
市
医
師
会
と
連
携

し
、活
用
方
法
の
周
知
な
ど
に
努
め
る
。

ま
た
、保
健
所
機
能
の
強
化
に
つ
い
て

は
、職
員
や
外
部
専
門
職
の
増
員
、業
務

の
効
率
化
、委
託
化
、感
染
拡
大
時
に
お

け
る
、全
庁
的
な
応
援
、業
務
の
重
点
化

な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、今
後
と
も
、

感
染
動
向
に
応
じ
て
機
動
的
に
対
応
で

き
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
は
2
0
4
0
年
度
に
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
へ
の

全
国
に
先
駆
け
た
取
り
組
み
を
目
標
に

し
て
い
る
。
脱
炭
素
社
会
実
現
へ
、
水

素
、
※

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
、
※

グ
リ

ー
ン
ボ
ン
ド
の
積
極
活
用
、
排
出
量
取

引
制
度
の
創
設
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
義
務
化

な
ど
、
低
炭
素
か
ら
脱
炭
素
へ
の
流
れ

を
加
速
さ
せ
る
グ
リ
ー
ン
戦
略
に
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

国
内
外
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が

ら
、新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、民
間
事
業
者

と
連
携
し
た
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
、次
世
代
自
動
車
の
普
及
な
ど
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、脱
炭
素
型
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
に

向
け
た
啓
発
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

問

答

答

問答

問

問問 答答

　

３
月
２
日
、３
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
代
表
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。

　

代
表
質
疑
と
は
、市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
４
年
度
一
般

会
計
予
算
案
を
は
じ
め
関
係
議
案
に
つ

い
て
市
の
姿
勢
や
考
え
を
聞
く
も
の
で
、

各
会
派
を
代
表
し
て
７
人
の
議
員
が
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

保
健
所
の
負
担
軽
減
と

対
応
体
制
の
強
化
を
図
る
べ
き

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

向
け
た
経
済
振
興
の
取
り
組
み
を

地
域
の
担
い
手
確
保
や
負
担
軽
減
に

き
め
細
か
な
支
援
を

地
場
企
業
の
受
注
機
会
の
拡
大
を

問答答

答 問 脱
炭
素
社
会
実
現
へ
の

取
り
組
み
を
問
う

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
‐
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ

を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
経
口
薬
の

迅
速
な
活
用
と
保
健
所
機
能
の
強
化
を

問 要
支
援
・
要
介
護
高
齢
者
な
ど
へ
の

支
援
体
制
の
充
実
を

自
由
民
主
党

福
岡
市
議
団

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ

民間委託による自宅療養者の健康観察の様子

生活排水から水素を製造し、
燃料電池自動車等へ供給する水素ステーション

録画映像は
こちら

※

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」持
続
可
能
な
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
２
０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ

ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
、２
０
３
０
年
を
期
限
と

す
る
17
の
国
際
目
標

※

Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
‐
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ

　

身
体
的
、精
神
的
、社
会
的
に
良
好
な
状
態
に

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
概
念

※

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

　

Ｃ
Ｏ
２
を
炭
素
資
源（
カ
ー
ボ
ン
）と
捉
え
、

こ
れ
を
回
収
し
、多
様
な
炭
素
化
合
物
と
し
て

再
利
用（
リ
サ
イ
ク
ル
）す
る
こ
と

※

グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド

　

環
境
改
善
効
果
等
が
あ
る
事
業
に
限
定
し
て

発
行
す
る
債
券
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福
岡
令
和
会

日
本
共
産
党

福
岡
市
議
団

福
岡
市
共
創
に
よ
る
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
条
例
を
今
後

ど
の
よ
う
に
生
か
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
取
り
組
む
の
か
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

に
つ
い
て
は
、
条
例
に
よ
る
自

治
協
議
会
や
自
治
会
・
町
内
会
の
位
置

付
け
の
明
確
化
を
図
る
と
と
も
に
、
支

援
体
制
の
強
化
や
自
治
協
議
会
共
創
補

助
金
の
使
途
の
柔
軟
化
、
自
治
会
・
町

内
会
へ
の
新
た
な
補
助
を
行
う
な
ど
、

「
共
創
」
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
。

相
談
者
や
利
用
者
の
増
大
が
予

測
さ
れ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
充
実
に
向
け
、
地
域
の
高
齢
化

の
実
情
に
応
じ
た
セ
ン
タ
ー
の
増
設
や

ス
タ
ッ
フ
の
増
員
な
ど
、
高
齢
者
へ
寄

り
添
っ
た
支
援
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
介
護
関
連
事
業
所
の
人

員
不
足
の
解
消
な
ら
び
に
介
護
環
境
の

改
善
の
た
め
、
ケ
ア
に
必
要
と
な
る
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
機
器
導
入
費
用
の

助
成
制
度
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
所
見
を
問
う
。

高
齢
者
人
口
に
応
じ
、
ス
タ
ッ

フ
の
増
員
を
図
る
な
ど
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
介
護
ロ
ボ

ッ
ト
の
ト
ラ
イ
ア
ル
貸
し
出
し
や
、
Ⅰ

Ｃ
Ｔ
導
入
に
よ
る
事
務
効
率
化
の
支
援

な
ど
、
介
護
事
業
所
の
労
働
環
境
や
処

遇
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
来
年
度

取
り
組
む
べ
き
経
済
活
動
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
経
済
活
動
の
停
滞
に
伴
い
想
定

さ
れ
る
倒
産
・
失
業
・
解
雇
の
増
加
に

対
応
す
る
支
援
策
を
ど
の
よ
う
に
展
開

す
る
の
か
所
見
を
問
う
。

本
市
の
経
済
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
長
期
化
し
て
い
る
た
め
、
感
染

拡
大
の
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立

を
基
本
と
し
、
事
業
継
続
と
雇
用
を
支

え
る
と
と
も
に
、
生
活
様
式
や
社
会
ニ

ー
ズ
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
機
会
を

捉
え
、
新
し
い
価
値
の
創
造
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
促
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
企
業

の
倒
産
な
ど
に
対
す
る
施
策
に
つ
い
て

は
、
十
分
な
融
資
枠
の
確
保
や
、
経
営

相
談
、
専
門
家
派
遣
な
ど
の
総
合
的
な

支
援
に
よ
っ
て
、
経
営
基
盤
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
失
業
・
解
雇
に
つ
い

て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
合
同
会
社
説
明
会

の
開
催
や
就
労
相
談
窓
口
で
の
支
援
の

ほ
か
、
国
や
県
と
の
連
携
な
ど
に
よ
っ

て
、
相
談
体
制
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

小
中
学
校
に
お
け
る
教
育
環
境

整
備
に
つ
い
て
、
体
育
館
を
含

む
校
舎
の
木
造
化
お
よ
び
木
質
化
に
向

け
た
計
画
づ
く
り
に
着
手
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
が
所
見
を
問
う
。

木
造
化
に
つ
い
て
は
、
コ
ス
ト

面
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、

関
係
局
と
連
携
し
、
新
た
な
工
法
や
材

料
の
活
用
な
ど
の
検
討
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
ま
た
、
木
質
化
に
つ
い
て
は
、

豊
か
な
教
育
環
境
と
な
る
よ
う
に
で
き

る
限
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

加
齢
性
難
聴
に
よ
っ
て
認
知
症

悪
化
や
社
会
参
加
の
妨
げ
と
な

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
補
聴
器

購
入
費
の
補
助
を
求
め
る
声
は
切
実
で

あ
る
。
他
都
市
に
倣
い
、
障
が
い
認
定

の
な
い
高
齢
の
難
聴
者
な
ど
へ
の
補
助

制
度
を
つ
く
る
べ
き
だ
と
思
う
が
所
見

を
問
う
。

補
聴
器
購
入
の
補
助
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
身
体
障
害
者

手
帳
を
取
得
し
て
い
る
人
に
助
成
す
る

と
と
も
に
、
国
や
他
都
市
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

兵
庫
県
明
石
市
が
中
学
校
給
食

を
無
償
化
し
、
政
令
市
で
初
め

て
大
阪
市
が
新
型
コ
ロ
ナ
経
済
対
策
と

し
て
無
償
化
に
踏
み
出
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
下
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
困
窮

が
広
が
る
中
で
、
本
市
に
お
い
て
も
学

校
給
食
費
は
無
償
と
す
べ
き
と
考
え
る

が
所
見
を
問
う
。

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
経

済
的
理
由
に
よ
り
支
援
が
必
要

な
世
帯
に
対
し
て
は
、
就
学
援
助
な
ど

に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

市
長
は
市
政
運
営
方
針
に
お
い

て
自
助
・
共
助
を
目
玉
に
し
た

「
見
守
り
、
支
え
合
う
、
共
創
の
地
域

づ
く
り
」
を
打
ち
出
し
、
今
議
会
に
福

岡
市
共
創
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
性
化
条
例
案
を
提
出
し
て
い
る
。
町

内
会
は
最
高
裁
判
決
に
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
あ
く
ま
で
住
民
の
親
睦
の
た
め

の
任
意
団
体
で
あ
り
、
そ
の
活
動
に
介

入
し
た
り
、
福
祉
や
防
災
の
仕
事
を
押

し
付
け
た
り
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
同
条
例
案
に
住
民
へ
の
市
の
公
的

責
任
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
町
内
会

や
市
民
へ
の
役
割
の
押
し
付
け
を
削
除

す
る
な
ど
根
本
的
な
見
直
し
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

は
、
条
例
に
よ
る
自
治
協
議
会

や
自
治
会
・
町
内
会
の
位
置
付
け
の
明

確
化
を
図
る
と
と
も
に
、
支
援
体
制
の

強
化
や
自
治
会
・
町
内
会
へ
の
新
た
な

補
助
を
行
う
な
ど
、
「
共
創
」
の
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

世
界
水
泳
選
手
権
福
岡
大
会

は
、
大
会
費
用
を
当
初
の
90
億

円
か
ら
１
８
０
億
円
へ
と
２
倍
に
膨
れ

上
が
ら
せ
、
現
在
ま
で
87
億
円
も
の
税

金
を
投
入
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
感
染
の

収
束
が
見
通
せ
な
い
状
況
の
下
、
来
年

の
開
催
も
で
き
る
か
ど
う
か
不
透
明
な

中
、
さ
ら
な
る
税
金
投
入
は
許
さ
れ
な

い
。
市
と
し
て
大
会
の
中
止
を
提
起
す

る
と
と
も
に
、
大
会
運
営
か
ら
手
を
引

く
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

世
界
水
泳
選
手
権
の
開
催
に
つ

い
て
は
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興

や
都
市
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ

り
、
引
き
続
き
、
事
業
費
の
削
減
と
収

入
の
最
大
化
を
図
り
な
が
ら
、
大
会
成

功
に
向
け
開
催
準
備
に
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
く
。

市
税
収
入
の
回
復
が
見
込
ま
れ

る
一
方
で
、
社
会
保
障
関
係
費

の
増
加
や
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の

改
修
な
ど
、
財
政
需
要
の
増
大
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財

政
運
営
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
施
策
の
展
開
に
当
た
っ
て

は
、
徹
底
し
た
選
択
と
集
中
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
実
効

性
の
あ
る
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
く

の
か
所
見
を
問
う
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
行

政
運
営
プ
ラ
ン
お
よ
び
財
政
運

営
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
投
資
の
選
択
と

集
中
を
図
り
つ
つ
、
歳
入
の
積
極
的
な

確
保
や
、
行
政
運
営
の
効
率
化
、
既
存

事
業
の
見
直
し
な
ど
、
不
断
の
改
善
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
債
残
高
の
縮
減

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

本
市
は
他
都
市
と
比
べ
、
情
緒

障
が
い
特
別
支
援
学
級
の
設
置

学
校
数
が
少
な
く
、
通
級
指
導
教
室
も

不
足
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
通
級
の
た

問問 答答

問問

問

問問

問

答

答

答答

問問 答

答答福
岡
市
共
創
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
性
化
条
例
案
は
見
直
す
べ
き

校
舎
の
木
造
化
お
よ
び
木
質
化
を

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

学
校
給
食
費
を
無
償
と
す
べ
き

実
効
性
の
あ
る
行
財
政
改
革
を

世
界
水
泳
選
手
権
の
中
止
の
提
起
と

と
も
に
大
会
運
営
か
ら
手
を
引
く
べ
き

情
緒
障
が
い
特
別
支
援
学
級
な
ど
の

設
置
校
数
を
早
急
に
増
や
す
べ
き

福
岡
市
民

ク
ラ
ブ

め
の
保
護
者
の
送
迎
負
担
な
ど
も
あ

り
、
設
置
数
を
早
急
に
増
や
す
べ
き
と

考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

自
閉
症
・
情
緒
障
が
い
特
別
支

援
学
級
お
よ
び
情
緒
障
が
い
通

級
指
導
教
室
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
、
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
数
の
増

減
お
よ
び
居
住
地
な
ど
の
実
態
を
踏
ま

え
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

災
害
が
激
甚
化
・
頻
発
化
し
て

お
り
、
防
災
・
危
機
管
理
対
策

の
充
実
・
強
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
市
民
の
生
命
と
財
産
を
大
規
模
自

然
災
害
か
ら
守
る
防
災
・
危
機
管
理
対

策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
民
間
企
業

と
の
連
携
の
必
要
性
も
含
め
て
所
見
を

問
う
。

防
災
・
危
機
管
理
対
策
に
つ
い

て
は
、
新
た
な
災
害
対
策
本
部

室
を
活
用
し
た
全
庁
的
な
訓
練
・
研

修
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
機
関
と
の
連

携
強
化
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

防
災
無
線
の
更
新
に
着
手
す
る
。
ま

た
、
避
難
所
の
運
営
を
支
援
す
る
エ
キ

ス
パ
ー
ト
の
育
成
、
民
間
企
業
と
の
災

害
時
応
援
協
定
の
拡
充
な
ど
、
行
政
・

市
民
・
企
業
の
共
創
に
よ
る
防
災
先
進

都
市
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
民
生
活
と
地
域
経
済
を
支
え

る
地
場
中
小
企
業
に
つ
い
て

は
、
事
業
の
継
続
が
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

緊
急
経
済
対
策
が
実
施
さ
れ
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は

長
引
い
て
お
り
、
さ
ら
な
る
支
援
が
必

要
で
あ
る
。
市
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方

で
事
業
者
な
ど
へ
の
支
援
を
継
続
し
て

い
く
の
か
。

事
業
者
な
ど
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
感
染
拡
大
の
防
止
と
社

会
経
済
活
動
の
両
立
を
基
本
と
し
、
感

染
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
域
内
で
の

回
遊
や
消
費
を
促
進
す
る
な
ど
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
生
活
様
式
や
社
会
ニ
ー
ズ
が
大
き

く
変
わ
っ
て
い
く
機
会
を
捉
え
、
新
し

い
価
値
の
創
造
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
促

進
し
て
い
く
。

平
時
か
ら
、
※

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
業

務
の
シ
ス
テ
ム
化
や
効
率
化
を

徹
底
す
る
こ
と
で
、
職
員
の
余
力
を
生

み
出
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
有
事
へ
の

迅
速
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
Ｄ
Ｘ
の
考
え
方
を
全
庁
で
共
有

し
、
関
係
部
署
が
連
携
し
て
施
策
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
所
信

を
問
う
。Ｄ

Ｘ
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年

度
に
向
け
た
市
政
取
組
方
針
に

お
い
て
、
行
政
運
営
や
財
政
運
営
の
考

え
方
に
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
そ
の

推
進
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
業
務
の
効
率
化
に
よ
り
生
じ
る
人

的
資
源
を
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
、
き
め

細
か
な
対
応
や
新
た
な
行
政
課
題
の
解

決
へ
振
り
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
関
係

部
署
が
し
っ
か
り
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

自
治
協
議
会
や
自
治
会
、
町
内

会
な
ど
の
現
状
を
把
握
し
、
地

域
活
動
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
し

っ
か
り
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
治
協

議
会
や
自
治
会
、
町
内
会
な
ど
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
公
民
館
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
所
信
を

問
う
。

地
域
活
動
の
担
い
手
確
保
に
つ

い
て
は
、
自
治
協
議
会
共
創
補

助
金
の
使
途
の
柔
軟
化
や
、
自
治
会
・

町
内
会
へ
の
新
た
な
補
助
を
行
う
と
と

も
に
、
公
民
館
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

地
域
に
お
い
て
商
店
街
が
果
た

す
役
割
や
機
能
の
重
要
性
を
十

分
に
理
解
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
、
地
域
の
要
望
や
期
待
に
応
え
よ
う

と
頑
張
る
商
店
街
を
行
政
が
し
っ
か
り

支
援
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
商

店
街
が
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
存
在

と
な
り
、
そ
の
価
値
を
一
層
高
め
る
よ

う
に
、
活
力
あ
る
地
域
商
店
街
の
創
出

に
向
け
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。活

力
あ
る
地
域
商
店
街
の
創
出

に
つ
い
て
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
発
行
を
支
援
し
て
い
く
。
ま

た
、
空
き
店
舗
対
策
に
つ
い
て
、
必
要

な
支
援
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
な
ど
を
積
極
的
に
支
援
し
て

い
く
。

本
市
で
も
Ⅰ
ｏ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
の
先
端
技
術
や
画
期
的
な

ア
イ
デ
ア
に
よ
っ
て
、
少
子
高
齢
化
な

ど
の
社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
「
Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ

　

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ　

Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
が
、
こ
の
先
進
的

な
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
踏

ま
え
、
九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
跡

地
利
用
の
検
討
を
着
実
に
進
め
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
所
信
を
問
う
。

九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
跡

地
に
つ
い
て
は
、
ゆ
と
り
あ
る

空
間
整
備
や
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
誘
導

を
図
る
な
ど
、
最
先
端
技
術
に
よ
る
快

適
で
質
の
高
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
都

市
空
間
の
創
出
に
向
け
、
「
Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ

ｏ
ｋ
ａ　

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ　

Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
」

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

学
校
給
食
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化

は
他
都
市
で
既
に
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
お
り
、
小
中
学
校
の
給
食
費

の
無
料
化
は
、
文
科
省
の
調
査
に
よ
る

と
２
０
１
７
年
度
76
自
治
体
で
実
施
し

て
い
る
。
子
ど
も
の
健
康
と
食
育
推
進

か
ら
学
校
給
食
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
に

取
り
組
み
、
か
つ
学
校
給
食
費
を
無
償

に
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

学
校
給
食
の
食
材
の
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
化
に
つ
い
て
は
、
安
定
供

給
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
今
後
の
研
究

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
学
校
給
食
費

に
つ
い
て
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
支

援
が
必
要
な
世
帯
に
対
し
て
は
、
就
学

援
助
な
ど
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

２
０
２
０
年
は
福
岡
市
新
・
緑

の
基
本
計
画
の
目
標
年
次
だ
っ

た
が
改
定
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
街

路
樹
の
伐
採
や
福
岡
城
址
、
須
崎
公
園

で
の
大
木
の
伐
採
な
ど
都
心
部
を
は
じ

め
市
街
地
の
樹
木
が
減
っ
て
い
る
と
推

定
さ
れ
る
。
同
計
画
を
改
定
す
る
と
と

も
に
、
緑
化
地
域
制
度
を
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

福
岡
市
新
・
緑
の
基
本
計
画
に

つ
い
て
は
、
現
計
画
の
成
果
な

ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
次
期
計
画
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
緑
化

地
域
制
度
に
つ
い
て
は
、
建
築
行
為
に

併
せ
緑
化
を
義
務
付
け
る
こ
と
か
ら
、

市
民
や
事
業
者
の
十
分
な
理
解
と
合
意

が
重
要
で
あ
り
、
慎
重
な
検
討
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

障
が
い
認
定
の
な
い
高
齢
の
難
聴
者

な
ど
へ
の
補
聴
器
購
入
費
の
補
助
を

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
活
動
の
停
滞

に
伴
う
支
援
策
な
ど
に
つ
い
て
問
う

木を使用した階段教室（照葉北小学校）

学校給食の様子



令和４年（2022年）５月１日 No.151ふくおか市議会だより５

自
民
党
新
福
岡

緑
の
党
と
市
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会

福
岡
市
共
創
に
よ
る
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
条
例
を
今
後

ど
の
よ
う
に
生
か
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
取
り
組
む
の
か
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

に
つ
い
て
は
、
条
例
に
よ
る
自

治
協
議
会
や
自
治
会
・
町
内
会
の
位
置

付
け
の
明
確
化
を
図
る
と
と
も
に
、
支

援
体
制
の
強
化
や
自
治
協
議
会
共
創
補

助
金
の
使
途
の
柔
軟
化
、
自
治
会
・
町

内
会
へ
の
新
た
な
補
助
を
行
う
な
ど
、

「
共
創
」
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
。

相
談
者
や
利
用
者
の
増
大
が
予

測
さ
れ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
充
実
に
向
け
、
地
域
の
高
齢
化

の
実
情
に
応
じ
た
セ
ン
タ
ー
の
増
設
や

ス
タ
ッ
フ
の
増
員
な
ど
、
高
齢
者
へ
寄

り
添
っ
た
支
援
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
介
護
関
連
事
業
所
の
人

員
不
足
の
解
消
な
ら
び
に
介
護
環
境
の

改
善
の
た
め
、
ケ
ア
に
必
要
と
な
る
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
機
器
導
入
費
用
の

助
成
制
度
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
所
見
を
問
う
。

高
齢
者
人
口
に
応
じ
、
ス
タ
ッ

フ
の
増
員
を
図
る
な
ど
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
介
護
ロ
ボ

ッ
ト
の
ト
ラ
イ
ア
ル
貸
し
出
し
や
、
Ⅰ

Ｃ
Ｔ
導
入
に
よ
る
事
務
効
率
化
の
支
援

な
ど
、
介
護
事
業
所
の
労
働
環
境
や
処

遇
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
来
年
度

取
り
組
む
べ
き
経
済
活
動
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
経
済
活
動
の
停
滞
に
伴
い
想
定

さ
れ
る
倒
産
・
失
業
・
解
雇
の
増
加
に

対
応
す
る
支
援
策
を
ど
の
よ
う
に
展
開

す
る
の
か
所
見
を
問
う
。

本
市
の
経
済
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
長
期
化
し
て
い
る
た
め
、
感
染

拡
大
の
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立

を
基
本
と
し
、
事
業
継
続
と
雇
用
を
支

え
る
と
と
も
に
、
生
活
様
式
や
社
会
ニ

ー
ズ
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
機
会
を

捉
え
、
新
し
い
価
値
の
創
造
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
促
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
企
業

の
倒
産
な
ど
に
対
す
る
施
策
に
つ
い
て

は
、
十
分
な
融
資
枠
の
確
保
や
、
経
営

相
談
、
専
門
家
派
遣
な
ど
の
総
合
的
な

支
援
に
よ
っ
て
、
経
営
基
盤
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
失
業
・
解
雇
に
つ
い

て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
合
同
会
社
説
明
会

の
開
催
や
就
労
相
談
窓
口
で
の
支
援
の

ほ
か
、
国
や
県
と
の
連
携
な
ど
に
よ
っ

て
、
相
談
体
制
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

小
中
学
校
に
お
け
る
教
育
環
境

整
備
に
つ
い
て
、
体
育
館
を
含

む
校
舎
の
木
造
化
お
よ
び
木
質
化
に
向

け
た
計
画
づ
く
り
に
着
手
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
が
所
見
を
問
う
。

木
造
化
に
つ
い
て
は
、
コ
ス
ト

面
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、

関
係
局
と
連
携
し
、
新
た
な
工
法
や
材

料
の
活
用
な
ど
の
検
討
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
ま
た
、
木
質
化
に
つ
い
て
は
、

豊
か
な
教
育
環
境
と
な
る
よ
う
に
で
き

る
限
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

加
齢
性
難
聴
に
よ
っ
て
認
知
症

悪
化
や
社
会
参
加
の
妨
げ
と
な

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
補
聴
器

購
入
費
の
補
助
を
求
め
る
声
は
切
実
で

あ
る
。
他
都
市
に
倣
い
、
障
が
い
認
定

の
な
い
高
齢
の
難
聴
者
な
ど
へ
の
補
助

制
度
を
つ
く
る
べ
き
だ
と
思
う
が
所
見

を
問
う
。

補
聴
器
購
入
の
補
助
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
身
体
障
害
者

手
帳
を
取
得
し
て
い
る
人
に
助
成
す
る

と
と
も
に
、
国
や
他
都
市
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

兵
庫
県
明
石
市
が
中
学
校
給
食

を
無
償
化
し
、
政
令
市
で
初
め

て
大
阪
市
が
新
型
コ
ロ
ナ
経
済
対
策
と

し
て
無
償
化
に
踏
み
出
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
下
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
困
窮

が
広
が
る
中
で
、
本
市
に
お
い
て
も
学

校
給
食
費
は
無
償
と
す
べ
き
と
考
え
る

が
所
見
を
問
う
。

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
経

済
的
理
由
に
よ
り
支
援
が
必
要

な
世
帯
に
対
し
て
は
、
就
学
援
助
な
ど

に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

市
長
は
市
政
運
営
方
針
に
お
い

て
自
助
・
共
助
を
目
玉
に
し
た

「
見
守
り
、
支
え
合
う
、
共
創
の
地
域

づ
く
り
」
を
打
ち
出
し
、
今
議
会
に
福

岡
市
共
創
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
性
化
条
例
案
を
提
出
し
て
い
る
。
町

内
会
は
最
高
裁
判
決
に
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
あ
く
ま
で
住
民
の
親
睦
の
た
め

の
任
意
団
体
で
あ
り
、
そ
の
活
動
に
介

入
し
た
り
、
福
祉
や
防
災
の
仕
事
を
押

し
付
け
た
り
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
同
条
例
案
に
住
民
へ
の
市
の
公
的

責
任
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
町
内
会

や
市
民
へ
の
役
割
の
押
し
付
け
を
削
除

す
る
な
ど
根
本
的
な
見
直
し
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

は
、
条
例
に
よ
る
自
治
協
議
会

や
自
治
会
・
町
内
会
の
位
置
付
け
の
明

確
化
を
図
る
と
と
も
に
、
支
援
体
制
の

強
化
や
自
治
会
・
町
内
会
へ
の
新
た
な

補
助
を
行
う
な
ど
、
「
共
創
」
の
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

世
界
水
泳
選
手
権
福
岡
大
会

は
、
大
会
費
用
を
当
初
の
90
億

円
か
ら
１
８
０
億
円
へ
と
２
倍
に
膨
れ

上
が
ら
せ
、
現
在
ま
で
87
億
円
も
の
税

金
を
投
入
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
感
染
の

収
束
が
見
通
せ
な
い
状
況
の
下
、
来
年

の
開
催
も
で
き
る
か
ど
う
か
不
透
明
な

中
、
さ
ら
な
る
税
金
投
入
は
許
さ
れ
な

い
。
市
と
し
て
大
会
の
中
止
を
提
起
す

る
と
と
も
に
、
大
会
運
営
か
ら
手
を
引

く
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

世
界
水
泳
選
手
権
の
開
催
に
つ

い
て
は
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興

や
都
市
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ

り
、
引
き
続
き
、
事
業
費
の
削
減
と
収

入
の
最
大
化
を
図
り
な
が
ら
、
大
会
成

功
に
向
け
開
催
準
備
に
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
く
。

市
税
収
入
の
回
復
が
見
込
ま
れ

る
一
方
で
、
社
会
保
障
関
係
費

の
増
加
や
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の

改
修
な
ど
、
財
政
需
要
の
増
大
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財

政
運
営
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
施
策
の
展
開
に
当
た
っ
て

は
、
徹
底
し
た
選
択
と
集
中
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
実
効

性
の
あ
る
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
く

の
か
所
見
を
問
う
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
行

政
運
営
プ
ラ
ン
お
よ
び
財
政
運

営
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
投
資
の
選
択
と

集
中
を
図
り
つ
つ
、
歳
入
の
積
極
的
な

確
保
や
、
行
政
運
営
の
効
率
化
、
既
存

事
業
の
見
直
し
な
ど
、
不
断
の
改
善
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
債
残
高
の
縮
減

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

本
市
は
他
都
市
と
比
べ
、
情
緒

障
が
い
特
別
支
援
学
級
の
設
置

学
校
数
が
少
な
く
、
通
級
指
導
教
室
も

不
足
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
通
級
の
た

Ｄ
Ｘ
の
推
進
を

め
の
保
護
者
の
送
迎
負
担
な
ど
も
あ

り
、
設
置
数
を
早
急
に
増
や
す
べ
き
と

考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

自
閉
症
・
情
緒
障
が
い
特
別
支

援
学
級
お
よ
び
情
緒
障
が
い
通

級
指
導
教
室
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
、
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
数
の
増

減
お
よ
び
居
住
地
な
ど
の
実
態
を
踏
ま

え
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

災
害
が
激
甚
化
・
頻
発
化
し
て

お
り
、
防
災
・
危
機
管
理
対
策

の
充
実
・
強
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
市
民
の
生
命
と
財
産
を
大
規
模
自

然
災
害
か
ら
守
る
防
災
・
危
機
管
理
対

策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
民
間
企
業

と
の
連
携
の
必
要
性
も
含
め
て
所
見
を

問
う
。

防
災
・
危
機
管
理
対
策
に
つ
い

て
は
、
新
た
な
災
害
対
策
本
部

室
を
活
用
し
た
全
庁
的
な
訓
練
・
研

修
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
機
関
と
の
連

携
強
化
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

防
災
無
線
の
更
新
に
着
手
す
る
。
ま

た
、
避
難
所
の
運
営
を
支
援
す
る
エ
キ

ス
パ
ー
ト
の
育
成
、
民
間
企
業
と
の
災

害
時
応
援
協
定
の
拡
充
な
ど
、
行
政
・

市
民
・
企
業
の
共
創
に
よ
る
防
災
先
進

都
市
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
民
生
活
と
地
域
経
済
を
支
え

る
地
場
中
小
企
業
に
つ
い
て

は
、
事
業
の
継
続
が
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

緊
急
経
済
対
策
が
実
施
さ
れ
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は

長
引
い
て
お
り
、
さ
ら
な
る
支
援
が
必

要
で
あ
る
。
市
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方

で
事
業
者
な
ど
へ
の
支
援
を
継
続
し
て

い
く
の
か
。

事
業
者
な
ど
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
感
染
拡
大
の
防
止
と
社

会
経
済
活
動
の
両
立
を
基
本
と
し
、
感

染
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
域
内
で
の

回
遊
や
消
費
を
促
進
す
る
な
ど
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
生
活
様
式
や
社
会
ニ
ー
ズ
が
大
き

く
変
わ
っ
て
い
く
機
会
を
捉
え
、
新
し

い
価
値
の
創
造
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
促

進
し
て
い
く
。

平
時
か
ら
、
※

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
業

務
の
シ
ス
テ
ム
化
や
効
率
化
を

徹
底
す
る
こ
と
で
、
職
員
の
余
力
を
生

み
出
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
有
事
へ
の

迅
速
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
Ｄ
Ｘ
の
考
え
方
を
全
庁
で
共
有

し
、
関
係
部
署
が
連
携
し
て
施
策
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
所
信

を
問
う
。Ｄ

Ｘ
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年

度
に
向
け
た
市
政
取
組
方
針
に

お
い
て
、
行
政
運
営
や
財
政
運
営
の
考

え
方
に
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
そ
の

推
進
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
業
務
の
効
率
化
に
よ
り
生
じ
る
人

的
資
源
を
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
、
き
め

細
か
な
対
応
や
新
た
な
行
政
課
題
の
解

決
へ
振
り
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
関
係

部
署
が
し
っ
か
り
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

自
治
協
議
会
や
自
治
会
、
町
内

会
な
ど
の
現
状
を
把
握
し
、
地

域
活
動
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
し

っ
か
り
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
治
協

議
会
や
自
治
会
、
町
内
会
な
ど
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
公
民
館
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
所
信
を

問
う
。

地
域
活
動
の
担
い
手
確
保
に
つ

い
て
は
、
自
治
協
議
会
共
創
補

助
金
の
使
途
の
柔
軟
化
や
、
自
治
会
・

町
内
会
へ
の
新
た
な
補
助
を
行
う
と
と

も
に
、
公
民
館
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

地
域
に
お
い
て
商
店
街
が
果
た

す
役
割
や
機
能
の
重
要
性
を
十

分
に
理
解
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
、
地
域
の
要
望
や
期
待
に
応
え
よ
う

と
頑
張
る
商
店
街
を
行
政
が
し
っ
か
り

支
援
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
商

店
街
が
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
存
在

と
な
り
、
そ
の
価
値
を
一
層
高
め
る
よ

う
に
、
活
力
あ
る
地
域
商
店
街
の
創
出

に
向
け
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。活

力
あ
る
地
域
商
店
街
の
創
出

に
つ
い
て
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
発
行
を
支
援
し
て
い
く
。
ま

た
、
空
き
店
舗
対
策
に
つ
い
て
、
必
要

な
支
援
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
な
ど
を
積
極
的
に
支
援
し
て

い
く
。

本
市
で
も
Ⅰ
ｏ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
の
先
端
技
術
や
画
期
的
な

ア
イ
デ
ア
に
よ
っ
て
、
少
子
高
齢
化
な

ど
の
社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
「
Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ

　

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ　

Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
が
、
こ
の
先
進
的

な
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
踏

ま
え
、
九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
跡

地
利
用
の
検
討
を
着
実
に
進
め
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
所
信
を
問
う
。

九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
跡

地
に
つ
い
て
は
、
ゆ
と
り
あ
る

空
間
整
備
や
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
誘
導

を
図
る
な
ど
、
最
先
端
技
術
に
よ
る
快

適
で
質
の
高
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
都

市
空
間
の
創
出
に
向
け
、
「
Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ

ｏ
ｋ
ａ　

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ　

Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
」

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

学
校
給
食
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化

は
他
都
市
で
既
に
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
お
り
、
小
中
学
校
の
給
食
費

の
無
料
化
は
、
文
科
省
の
調
査
に
よ
る

と
２
０
１
７
年
度
76
自
治
体
で
実
施
し

て
い
る
。
子
ど
も
の
健
康
と
食
育
推
進

か
ら
学
校
給
食
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
に

取
り
組
み
、
か
つ
学
校
給
食
費
を
無
償

に
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

学
校
給
食
の
食
材
の
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
化
に
つ
い
て
は
、
安
定
供

給
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
今
後
の
研
究

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
学
校
給
食
費

に
つ
い
て
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
支

援
が
必
要
な
世
帯
に
対
し
て
は
、
就
学

援
助
な
ど
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

２
０
２
０
年
は
福
岡
市
新
・
緑

の
基
本
計
画
の
目
標
年
次
だ
っ

た
が
改
定
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
街

路
樹
の
伐
採
や
福
岡
城
址
、
須
崎
公
園

で
の
大
木
の
伐
採
な
ど
都
心
部
を
は
じ

め
市
街
地
の
樹
木
が
減
っ
て
い
る
と
推

定
さ
れ
る
。
同
計
画
を
改
定
す
る
と
と

も
に
、
緑
化
地
域
制
度
を
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

福
岡
市
新
・
緑
の
基
本
計
画
に

つ
い
て
は
、
現
計
画
の
成
果
な

ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
次
期
計
画
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
緑
化

地
域
制
度
に
つ
い
て
は
、
建
築
行
為
に

併
せ
緑
化
を
義
務
付
け
る
こ
と
か
ら
、

市
民
や
事
業
者
の
十
分
な
理
解
と
合
意

が
重
要
で
あ
り
、
慎
重
な
検
討
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

問 地
域
活
動
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
の

取
り
組
み
や
公
民
館
と
地
域
の
連
携
を

地
場
中
小
企
業
へ
の

支
援
の
考
え
方
を
問
う

防
災
・
危
機
管
理
対
策
の

充
実
・
強
化
を

新たに整備した災害対策本部室

問 九
大
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
利
用
の

検
討
を
着
実
に
進
め
て
い
く
べ
き

商店街のイベントの例（高宮商店街振興組合のアートイベント）

緑豊かなまちづくり（リバレイン通り）

答答 問

答 問問

答答

※

Ｄ
Ⅹ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー　

　

シ
ョ
ン
）

　
デ
ー
タ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
等
の
変
革

問答 活
力
あ
る
地
域
商
店
街
の
創
出
を

答答 問 学
校
給
食
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
と

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

問 福
岡
市
新
・
緑
の
基
本
計
画
の
改
定
と

緑
化
地
域
制
度
の
実
施
を

答

デ
ィ
ー
エ
ッ
ク
ス
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会派の主張新型コロナウイルスの影響は、度重なる緊急事態宣言・まん延防
止等重点措置の発出に見られるように長期化し、市内の中小・零細
事業者や多くの市民に痛みが広がっています。
私たち自由民主党福岡市議団は、コロナ対策を引き続き最優先の

課題と捉え、ウィズコロナの現代における社会経済活動の維持・継
続に向けた支援や、ポストコロナ時代を見据えたまちづくりにしっか
りと取り組みます。
一方で、少子化・高齢化の進展をはじめ本市を取り巻く社会状況

の変化や、それに起因する課題は次第に厳しさを増しており、対応
の手を休めるわけにはいきません。
私たちは市議会最大会派として責任ある政策提言を継続してまい

ります。

自由民主党福岡市議団

https://jimin-fukuokacity.com/ホームページ

コロナの感染防止策や経済対策と合わせ、私たちが主張する「福岡
市のめざすべき都市像」に向け、以下の視点から政策提案を行いまし
た。
○生活保障戦略…一人ひとりの命と幸せを大切にする社会
○成長戦略…人と技術の結びつきが新たな価値を生み出す創造都市
○地域主権戦略…市民が自ら発言し議論し決定する仕組みづくり
○共生戦略…一人ひとりの生命と尊厳を守り誰もが安心できる共生社会
中でも、保育などの暮らしに必須な分野の環境改善、障がい者が自

らの経験を生かせる就労支援、重層・複合的な困難を抱える市民への
支援、急増する自転車と歩行者の双方の安全確保、都心部から交通空
白地に至るまでの公共交通を軸とした交通政策の再構築、CO2削減に
必要なプラスチックごみの削減策や緑化の促進、新条例に基づく地域
コミュニティ活性化計画の策定などを提案しました。引き続き、市民
の暮らしに最も近い会派という自負の下、提案を続けてまいります。

福岡市民クラブ
新型コロナウイルスのパンデミック、気候変動による大型災害の頻

発化など、危機の時代に生きる私たちは、これまで以上に連帯し、地球
規模で物事を考え、足元から行動することが大切です。
保健所の体制強化など感染症に強いまちづくり、コロナ禍で傷んだ

地域コミュニティや中小事業者への支援の拡充、脱炭素社会の推進に
向けた施策を着実に進めてまいります。
「ぬくもりと彩り」をテーマとした新年度予算には、「誰一人取り残
さない」のＳＤＧｓの理念の下、公明党が提案した、子ども・高齢者・障
がい者など全ての市民のＷell-being（暮らしの満足度の向上）のため
の施策が宝石のようにちりばめられております。
市民一人ひとりの幸福と市政の発展が一致する「住み良いまち・福

岡」を目指し、誰もが自分らしく暮らしていける「共生社会」の実現に向
け、私たち公明党福岡市議団は、どこまでも「寄り添う心」を第一に全
力で取り組んでまいります。

公明党福岡市議団

　私たち福岡令和会は、新しい時代を切り開く政策集団です。
　真の市民会派として、市民や来訪者の皆さまの声をしっかりとお聴きし、
少子高齢化時代にあっても発展し続ける福岡市を目指し、活動しています。
　会派の基本方針である
①行財政改革の推進
②子どもたちが夢を描ける街
③自然と人に優しい街
④文化薫る洗練された街
⑤安全で安心して暮らせる街
⑥新型コロナウイルス感染症への対応
を軸に、コロナ禍など不確実性の高い時代を乗り越えるべく、是々非
々の立場で鋭意努力いたします。
　令和４年度予算のテーマである「ぬくもりと彩り」を市民お一人お
一人が実感できる街となるように、取り組んでまいります。

福岡令和会
　①コロナ対応②気候危機打開③ジェンダー平等は緊急に対応が必要な問
題。私たちは市長との政治的立場の違いを超え、市全体の施策・計画見直しを
提案してきました。
　しかし感染拡大で開催が繰り返し延期され、費用が倍になっている巨大イ
ベント・世界水泳福岡大会を「中止しコロナ対策に集中を」と提案しても開催
にしがみついています。
　また、市長は国より10年も早く温室効果ガス排出ゼロ達成を打ち出してい
ますが、天神ビッグバンで増える排出ガス量さえ試算なし。省エネになり地元
中小業者に仕事が回る市独自の断熱用住宅リフォームの助成も拒んでいます。
　さらに、コロナ禍で苦しむ子育て世帯のために学校給食費の負担軽減を求
める予算組替え動議を提出しましたが、与党などが否決。
　緊急の問題のために力を合わせる時ではないでしょうか。
私たちは市民の根本利益を守るために党派を超えた共同に引
き続き力を尽くします。

日本共産党福岡市議団

新型コロナウイルス感染症の先行きは不透明であり、格差はさらに
拡大し貧困が深刻化しています。行動の制約と経済活動の停滞により
市民生活は大きな困難が強いられ、子どもや女性の自殺が増えるなど
社会問題が深刻になっています。「都市の成長」を優先するのではなく、
困難を抱える子どもや若者の支援、エッセンシャルワーカーの支援、
地場中小事業者を支援し、地域で循環する経済が必要です。
また、地球温暖化対策を強化することが求められており、2040年ゼ

ロカーボン実現への具体的な施策が必要です。原発に頼らない再エネ
への転換、断熱構造の促進、緑の街づくりなどが必要です。
高度情報社会への対応も必要です。ＡＩ技術の進化やスマホの普及

など、情報化社会が進む中で、個人情報保護とＩＴ機器依存症や健康
被害への対策がますます必要となっています。
私たちは「いのちと環境」を軸に「住民の福祉の増進を図る」福岡市

政の実現に全力を尽くします。

緑の党と市民ネットワークの会
福岡市は、「人と環境と都市活力の調和がとれたアジアのリーダー

都市」の実現を目指し、まちづくりに取り組んできた結果、本市の人口
は増加し続け、市民からの「住みやすさ」の評価は、近年95％超の高水
準を維持するなど順調に成果が表れています。
しかし、新型コロナウイルス感染症の拡大は、本市にも大きな影響

を与えると同時に、国における有事対応への脆弱性やデジタル化の遅
れなど、我が国が直面している問題を顕在化させました。
これらの国難ともいえるさまざまな課題に立ち向かうためには、か

つてない柔軟な発想と勇気、そして覚悟が必要であります。
コロナ禍で生活様式や既成観念が大きく変化し、「社会が柔らかくなっ

ている」今こそ、社会の変革を促していくことが求められています。
私たち「自民党新福岡」は、ピンチをチャンスと捉え、自分たちが生

まれ育ったこの大好きな福岡をもっと良いまちにするために全力で
取り組んでまいります。

自民党新福岡

令和４年度予算案や
条例案に対する
各会派の主張です。

http://midoritonet.info/ホームページ

https://www.komei-fukuokacity.net/ホームページ https://fukuokashimin.jp/ホームページ

https://www.facebook.com/fukuokareiwakai/フェイスブック

エスディージーズ

ウェル　ビーイング

ぜいじゃく

http://www.jcp-fukuoka.jp/ホームページ

https://shinfukuoka.com/ホームページ
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開
業
区
間
の
現
状
に
つ
い
て
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
配

慮
し
つ
つ
、引
き
続
き
利
用
促
進
に

努
め
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

　

延
伸
事
業
は
、令
和
５
年
３
月
の

開
業
に
向
け
て
設
備
工
事
な
ど
を
推

進
し
て
お
り
、開
業
後
の
料
金
制
度

に
関
し
て
、特
例
で
実
施
し
て
き
た

天
神
駅
と
天
神
南
駅
間
の
改
札
外
乗

継
制
度
を
廃
止
し
、博
多
駅
で
乗
継

ぎ
の
場
合
、通
算
の
乗
車
距
離
に
応

じ
た
料
金
と
し
た
上
で
、料
金
負
担

が
増
加
す
る
区
間
は
、経
過
措
置
と

し
て
負
担
緩
和
策
を
実
施
す
る
と
の

報
告
を
受
け
た
。

　

沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
、一

定
の
成
果
が
見
え
て
き
た
と
の
報
告

を
受
け
た
。

　

安
全
を
最
優
先
と
し
た
延
伸
事
業

の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
、市
民
へ
の

情
報
発
信
な
ど
に
留
意
し
な
が
ら
、

総
合
的
な
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

●
高
速
鉄
道
２
号
線
と
西
鉄
貝
塚
線

と
の
直
通
運
転

　

将
来
的
な
直
通
運
転
化
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、利
便
性
向
上
策
な
ど

を
検
討
す
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

　

多
く
の
沿
線
住
民
が
要
望
す
る
長

年
の
重
要
課
題
で
あ
り
、引
き
続
き

調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

●
生
活
交
通
の
在
り
方

　

公
共
交
通
空
白
地
や
公
共
交
通
が

不
便
な
地
域
に
お
け
る
支
援
な
ど
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
持
続
可
能

な
生
活
交
通
の
確
保
に
つ
い
て
、引

き
続
き
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

交
通
混
雑
対
策
に
つ
い
て
、パ
ー

ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
な
ど
の
全
市
的

な
取
り
組
み
、※

フ
リ
ン
ジ
パ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
都
心
部
に
お
け
る
取
り
組

み
な
ど
の
報
告
を
受
け
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
伴
う
社
会
状
況
の
変
化
な
ど

を
注
視
し
な
が
ら
、引
き
続
き
調
査
・

検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

滑
走
路
増
設
に
つ
い
て
、令
和
７

年
３
月
の
完
了
に
向
け
、滑
走
路
、誘

導
路
の
整
備
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
や
、米
軍
施
設
の
移
設
に
つ

い
て
、土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く

調
査
や
汚
染
物
質
の
除
去
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
報
告
を

受
け
た
。

　

ヘ
リ
機
能
移
設
に
つ
い
て
、移
設

先
の
東
区
の
奈
多
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
供

用
が
令
和
２
年
３
月
か
ら
開
始
さ

れ
、国
に
お
い
て
供
用
開
始
か
ら
３

年
間
、環
境
影
響
評
価
に
基
づ
く
騒
音

な
ど
の
事
後
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
の
報
告
を
受
け
た
。

　

民
間
委
託
後
の
運
営
会
社
と
の
連

携
に
つ
い
て
、民
間
の
創
意
工
夫
や
ノ

ウ
ハ
ウ
の
発
揮
を
通
じ
て
、よ
り
便
利

で
魅
力
的
な
空
港
と
な
る
よ
う
に
運

営
会
社
と
密
に
連
携
し
て
い
く
こ
と
、

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
対
策
を
含
め
た
安
全
・
安
心

で
周
辺
地
域
に
寄
り
添
っ
た
空
港
運

営
を
継
続
す
る
こ
と
な
ど
を
運
営
会

社
に
要
請
し
た
と
の
報
告
を
受
け
た
。

　

滑
走
路
増
設
の
進
捗
状
況
、運
営
会

社
と
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
、引
き
続

き
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　
「
防
災
先
進
都
市
・
福
岡
」を
目
指
し

て
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
お
り
、平
成
28
年
熊
本
地
震
の
被
災

地
支
援
で
得
た
知
見
や
経
験
を
本
市

の
防
災
、減
災
対
策
に
生
か
す
た
め
、

福
岡
市
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
備

蓄
、避
難
所
な
ど
の
見
直
し
を
行
う
と

と
も
に
、受
援
計
画
、支
援
計
画
を
策

定
し
た
こ
と
な
ど
の
報
告
を
受
け
た
。

　

防
災
対
策
の
整
備
、充
実
に
向
け
、

国
の
防
災
基
本
計
画
の
改
定
状
況
な

ど
を
注
視
し
な
が
ら
、地
域
へ
の
支
援

の
在
り
方
や
河
川
整
備
状
況
の
把
握
、

避
難
所
運
営
体
制
、災
害
対
策
本
部
の

機
能
強
化
な
ど
の
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

福
岡
市
保
健
福
祉
総
合
計
画
に
基

づ
く
高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
に
つ
い

て
、「
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
」、「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
基
盤
づ
く
り
」、

「
い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
と
活
躍
で

き
る
環
境
づ
く
り
」、「
要
支
援
・
要
介

護
高
齢
者
等
へ
の
支
援
体
制
の
充

実
」、「
認
知
症
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
」の
五
つ
の
基
本

目
標
を
定
め
、推
進
に
取
り
組
ん
で

い
る
な
ど
の
報
告
を
受
け
た
。

　

超
高
齢
社
会
に
お
け
る
施
策
の
総

合
的
な
推
進
は
重
要
な
課
題
で
あ

り
、高
齢
者
と
家
族
の
実
態
を
十
分

に
把
握
す
る
と
と
も
に
、介
護
ロ
ボ

ッ
ト
導
入
促
進
や
外
国
人
介
護
人
材

受
け
入
れ
支
援
、高
齢
者
へ
の
就
業

支
援
、認
知
症
の
人
の
活
躍
の
場
づ

く
り
、介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
補

足
給
付
の
見
直
し
に
対
す
る
負
担
抑

制
対
策
、買
い
物
や
移
動
支
援
、生
活

交
通
の
確
保
な
ど
に
よ
る
生
活
基
盤

づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、引
き
続
き

調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　

第
５
次
福
岡
市
子
ど
も
総
合
計
画

の
三
つ
の
目
標
ご
と
に
体
系
化
し
た

施
策
の
う
ち
、目
標
３「
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
で
育
つ
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
」に
焦
点
を
当
て
、取
り
組
み
状
況

な
ど
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、区
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
の
整
備
、

子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
の
在

宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、里
親
支

援
、さ
ま
ざ
ま
な
親
子
支
援
モ
デ
ル

を
構
築
す
る
取
り
組
み
な
ど
を
推
進

し
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

　

今
後
と
も
、さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も

施
策
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
進
め

て
い
く
と
と
も
に
、子
ど
も
た
ち
が

生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、さ
ま
ざ
ま
な

困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
や
家
庭
へ
の

教
育
支
援
お
よ
び
生
活
支
援
、相
談

支
援
の
体
制
強
化
、社
会
を
構
成
す

る
一
員
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
意
見

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
な
ど
の

課
題
に
つ
い
て
、引
き
続
き
調
査
・
検

討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
の
経
緯
を
踏
ま

え
、委
員
長
が
案
文（
た
た
き
台
）を

提
示
し
、今
後
の
協
議
の
進
め
方
に

つ
い
て
検
討
し
た
。ま
た
、具
体
的
調

査
事
項
で
あ
る
議
会
報
告
会
、参
考

人
招
致
お
よ
び
公
聴
会
の
活
用
な
ら

び
に
理
事
者
の
発
言
権（
反
問
権
）に

つ
い
て
、他
都
市
の
規
定
や
実
施
状

況
な
ど
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。

引
き
続
き
調
査
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

●
議
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

　

他
都
市
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど

の
設
置
状
況
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
状
況
な
ど
に
関
す
る
調
査
を
行

っ
た
。引
き
続
き
調
査
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

交
通
対
策
特
別
委
員
会

都
市
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会

少
子
・
高
齢
化
対
策
特
別
委
員
会

高
速
鉄
道
３
号
線
と

沿
線
の
ま
ち
づ
く
り

福
岡
空
港

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

議
会
基
本
条
例

議
会
改
革

高
齢
化
対
策

防
災

少
子
化
対
策

都
心
部（
副
都
心
お
よ
び
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
を
含
む
）に

お
け
る
道
路
交
通
の
円
滑
化

３号線（七隈線）延伸事業

滑走路増設のイメージ

シニア就業セミナーの様子

福
岡
都
市
圏
に
お
け
る
公
共
交
通

特
別
委
員
会
の
調
査
報
告

　

特
定
の
問
題
を
審
査
ま
た
は
調
査
す
る
た
め
に
四
つ
の
特
別
委
員
会

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

各
委
員
会
か
ら
、調
査
の
経
過
お
よ
び
集
約
さ
れ
た
意
見

に
つ
い
て
、本
会
議
で
中
間
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。要
旨

は
次
の
通
り
で
す
。（
特
別
委
員
会
の
動
き
は
８
面
参
照
）

詳細はこちら

祇園町西
交差点

３号線延伸事業（天神南～博多）

櫛田神社

キャナルシティ
博多

１号線
博多駅
１号線
博多駅

祇
園
駅

祇
園
駅

国
体
道
路

国
体
道
路

は
か
た

は
か
た

博多駅

櫛田神社前駅

位置図

博
多
駅

駅前通り

明
治
通
り

那
珂
川

中
洲
川
端
駅

中
洲
川
端
駅

天神
南駅

天神
南駅

櫛田神社前駅
シンボルマーク

※

フ
リ
ン
ジ
パ
ー
キ
ン
グ

　

都
心
中
心
部
へ
の
自
動
車
流
入
を
抑
制

す
る
た
め
、そ
の
周
辺（
フ
リ
ン
ジ
）に
マ
イ

カ
ー
を
駐
車
し
、バ
ス
な
ど
で
都
心
中
心
部

に
移
動
す
る
取
り
組
み

増設滑走路
2,500m

現滑走路
2,800m

新設
平行誘導路

既設
平行誘導路

国際線
ターミナルビル国内線

ターミナルビル
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請 願
２・３月定例会で結論が出た請願

不採択 ○人工島関連予算案を否決し、
人工島事業の抜本的見直しを
行うことについて

常任委員会の動き
（12月25日～３月25日）

特別委員会の動き
（12月25日～３月25日）

「公民館及び老人いこいの家用
建物の取得について」ほか４件
の議案審査、「平和資料館の設
置について」の請願審査

「福岡市科学館特定事業に係る
契約の一部変更について」ほか
１件の議案審査

「令和３年度福岡市モーター
ボート競走事業会計補正予算
案（第２号）」ほか７件の議案
審査、「人工島関連予算案を否
決し、人工島事業の抜本的見直
しを行うことについて」の請願
審査

「令和３年度福岡市国民健康保
険事業特別会計補正予算案（第
３号）」ほか５件の議案審査

委員会名 案　　件

総務財政
委員会

教育こども
委員会

経済振興
委員会

福祉都市
委員会

「令和３年度福岡市一般会計補
正予算案（第７号）」ほか７件の
議案審査

生活環境
委員会

※常任委員会・特別委員会での審査・調査の詳細
については、毎月発行の議会月報に掲載してい
ます。議会月報は総合図書館、各区の図書館、情
報プラザ（市役所１階）などで閲覧できます。
また、市議会ホームページの「会議録」にも掲載
しています。（議会月報やホームページへの掲
載には、３カ月程度を要します。）
※常任委員会・特別委員会は傍聴することができ
ます。（人数には限りがあります。）

案　　件委員会名

〇議会基本条例に関する
　調査
〇議会改革に関する調査
・議場のＩＣＴ化について
〇中間報告等について

〇少子化対策に関する調査
・さまざまな環境で育つ
　子どもの健やかな成長
　に関する施策の実施状
　況について
〇中間報告等について

【問い合わせ先】　議会事務局議事課（市役所議会棟8階） 
      711‒4746　    733‒5869電話 FAX

〇福岡空港に関する調査
・福岡空港の機能強化等
　について
〇中間報告等について

〇高速鉄道３号線と沿線
　のまちづくりに関する
　調査
・３号線の計画等につい
　て
・３号線沿線のまちづく
　りについて
〇福岡都市圏における公
　共交通に関する調査
・高速鉄道２号線と西鉄
　貝塚線との直通運転に
　ついて
・生活交通の在り方につ
　いて
〇中間報告等について

交通対策
特別委員会

都市問題等調査
特別委員会

少子・高齢化対策
特別委員会

議会改革調査
特別委員会

ホームページ Twitter議会中継

条例予算特別委員会
の設置

　令和４年度関係議案を審査するため、条
例予算特別委員会を３月７日に設置し、予
算案や条例案など52件の議案を審査しま
した。（全議員62人で構成）

委 員 長

副委員長

浜崎　太郎

綿貫　英彦　　天野　こう
篠原　達也　　近藤　里美
鬼塚　昌宏

あまの

しのはら    　　　 たつや

わたぬき 　         ひでひこ

  はまさき         　　 たろう

おにづか 　         まさひろ

こんどう　　　 　 さとみ

意見書
　市議会は、国会や関係省庁などへ市民生
活に関係のある問題について意見や要望を
伝えるため、意見書を提出することができ
ます。本定例会では２件の意見書案を可決
しました。
　要旨は次の通りです。全文は市議会ホーム
ページの「会議結果」からご覧いただけます。

●介護職員の処遇改善に関する事務手続
　きの簡素化と加算金の弾力的な運用を 

〈全員賛成〉
　介護職員の処遇改善においては、制度
の簡素化や介護報酬の運用について事業
所ごとの柔軟な対応を進め、地域の介護
サービスを持続可能なものとする必要が
あります。よって、令和４年10月以降の臨
時の報酬改定において新設される「新た
な加算」について、事務手続きの簡素化に
最大限努めること、および「介護職員等特
定処遇改善加算」の配分方法について、加
算金の弾力的な運用が可能となるように
所要の措置を講じることを要請するもの
です。
●台湾のＷＨＯ年次総会へのオブザー
　バー参加を    　　　　    〈全員賛成〉
　日台相互間の国際交流が進展する一方
で、新型コロナウイルス感染症などの国境
を越える感染症のまん延など、世界規模
の課題に対しては、これまで以上に台湾を
含む関係各国・地域との連携が必要です。
よって、台湾のＷＨＯ参加支持を表明して
いる関係各国・地域と連携し、台湾のＷＨ
Ｏ年次総会へのオブザーバー参加の実現
に向けての取り組みをこれまで以上に強
化するように要請するものです。

スマホでも議会中継を視聴できます
　本会議、条例予算特別委員会総会、決算特別委員
会総会の議会中継（ライブ・録画）を実施しています。

福岡市議会 議会中継

　パソコンに加えスマートフォンやタブ
レット型端末でも中継を視聴
することができますので、
ぜひ一度ご覧ください！

ベスト電器スタジアム
（博多区東平尾公園）での試合予定 （6/14まで）

5/３

5/７

5/21

5/28

午後５時

午後５時

午後７時

午後５時

FC東京

湘南ベルマーレ

横浜Ｆ・マリノス

浦和レッズ

（火・祝）

（土）

（土）

（土）

試合日

※日程は変更となる場合があります。
　事前にアビスパ福岡ホームページでご確認ください。

開始時間 対戦相手

アビスパ福岡応援しよ
う！

©avispa fukuoka

常任委員会の所管の
お知らせ

　令和４年４月１日から行政組織が再編
されたことに伴い、福祉都市委員会の所管
が下記の通りとなりました。

保健福祉局、住宅都市局が主管する
事項

旧

所　　管

新
福祉局、保健医療局、住宅都市局が
主管する事項


